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研究成果の概要（和文）： 

 

研究成果の概要（和文）： 

 本研究は，発話理解の実時間モデルの構築を目標に，統語的情報，韻律，作動記憶制約の実時

間相互作用を実験的に検討するものである。 

 本研究の新知見は，(1) 文内の依存関係決定処理において，韻律特性の一つとしての統語的休

止(syntactic pause)は確かに効果を持っているが，統語的情報を覆すほど強くはないこと，ま

た，(2) 統語的休止の効果は処理負荷の低い文よりも高い文において顕著に現れること，(3)さ

らに作動記憶制約の影響は高負荷の文よりも低負荷の文について顕著に現れることである。本研

究の知見は，統語的・音韻的制約の運用機序が，作動記憶容量を含む心的資源の大小によって変

化することを示唆している。また，本研究は，作動記憶容量の大きな話者の方が小さな話者より

も言語処理効率が高いという通説に反し，大容量話者は低容量話者よりも文理解が正確だが，低

容量話者よりも処理時間が長い傾向を見いだした。この知見は言語処理の効率性の議論に再考を

促すものであり，作動記憶容量の大きな話者がより効率的な認知処理を実現するなら，なぜ作動

記憶にこれほどの強い容量制限があるのかという理論的問題に進化心理学的解決の糸口を与え

るものである。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 This study experimentally examined the possible interactions between syntactic, prosodic, and 

working memory constraints, to construct a sentence processing model plausible in real time. 

Several types of Japanese reanalysis sentences were auditorily presented with syntactic and 

prosodic properties manipulated. Their comprehension accuracy was analyzed in relation to the working 

memory capacity of the participants estimated by Japanese Reading Span Test. Our results indicated that 

(1) prosodic constraints were not so strong as to cancel the effect of syntactic structure, that (2) prosodic 

effect was stronger in reanalyses with greater processing load, and that (3) the effect of working memory 

constraints was more salient in less costly reranalses. Further, a speaker with a high score in the Reading 

Span Test comprehended the sentences with costly reanalyses more accurately and spent longer time than 

one with a low score. This suggests that the efficiency generally assumed for the speakers with great 

(Japanese) Reading Span Scores does not necessarily imply the rapidity in reanalyses. It is possible that 

mental resources are assigned differently depending on the working memory capacity of a speaker. 
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１．研究開始当初の背景 

 言語研究一般では言語知識に領域固有性を
仮定し，音韻，統語，意味それぞれについて
独立した制約を提案している。但し，実時間
言語処理では，異種の情報処理が並列して進
んだり，ある領域の処理が他領域の処理を促
進または抑制する可能性を無視できない。し
かし，既存の言語理論は実時間上の適用順序
を含まないという点で，言語運用の理論では
ない。そこで，本研究は，発話理解の実態を
明らかにすることを目標に，パラ言語的情報
の中で特に韻律に注目し，音声文理解におけ
る統語的制約と韻律特性，ならびに作動記憶
制約の相互作用の可能性を実験的に考察する。 

 

２．研究の目的・方法 

 本研究では様々な日本語再解析文について，
統語構造と，ポーズを主とする韻律を操作し，
聴覚呈示実験ついての正解率を指標として，
再解析負荷，ポーズ有無，作動記憶容量の個
人差との相関を解析し，統語的，韻律，ワー
キングメモリ制約の相互作用を検討する。 

 

３．研究成果 

 まず平成 20 年度は，ひらがな表記では同一
だが（東京方言では）アクセント核の有無と
位置によって名詞と２項動詞に区別される日
本語単語を 12 個選び，個々の音声について，
名詞解釈が求められる文(1)と動詞解釈が求め
られる文(2)を音声合成し，文法性判断を問う
聴覚提示実験を行った。 

 

(1) 曖昧語の名詞解釈文脈 

a. 山田さんが 自宅に かえる(蛙)と 金魚を 

買って帰った。  

b. *山田さんが 自宅に か'える(帰る)と 金魚
を 買って帰った。 

(2) 曖昧語の動詞解釈文脈 

a.山田さんが 自宅に か'える(帰る)と 奥さん
が 留守だった。 

b. *山田さんが 自宅に かえる(蛙)と 奥さん
が 留守だった。 

 

実験の結果，(1b)よりも(2b)の方が誤アクセン
トの検出が難しかった。このことは意味役割
授受を出来る限り早く満たそうとする統語的
制約が曖昧語解釈へ影響することを示してい
る。また，作動記憶容量の大きな話者は誤ア
クセントの検出率が低かった。作動記憶容量
の大きな話者は，言語処理が「有能」だと評

価されることが多いが，少なくとも本実験課
題について大容量話者は有能と言えない。作
動記憶容量と言語処理能力との相関は処理内
容に応じて一様ではなく，大容量話者が常に
効率的な処理を実現するとは言えない。 

 平成 21 年度は統語的休止(syntactic pause，
以下“/” と示す) と統語的制約の相互作用を
実験的に検討した。関係節を含む再解析文を
(3)，(4) のように２種類，各 20 文作成した。
(3) では当初「決意した」の主語として解釈さ
れた「天野が」，(4) では「冷やした」の主語
と目的語として解釈された「山田が」と「ミ
ルクを」が主節の要素として再解析されるの
で，一般に前者を「主語再解析文(SR)」，後者
を「主語・目的語再解析文(SOR)」と呼ぶ。再
解析が要請されるのは下線で示した関係節主
辞名詞位置である。第１文節(P1) と第２文節
(P2) の間，または第２文節と第３文節(P3) の
間に統語的休止を挿入した合成音声を作成し
た。SR では，P1 と P2 間の休止(/1)が解釈を
促進し，P2 と P3 間の休止(/2)が解釈を阻害す
ると予測される。逆に SOR では，P1-P2 間の
休止(/1)が解釈阻害休止，P2-P3 間の休止が解
釈促進休止(/2)である。 

 

(3) a. 主語再解析文，解釈促進休止： 

天野が /1 進学を決意した後輩に資料を渡し
た。 

   b. 主語再解析文，解釈阻害休止： 

天野が進学を /2 決意した後輩に資料を渡し
た。 

(4) a. 主語・目的語再解析文，解釈阻害休止： 

山田が /1 ミルクを冷やしたコーヒーに少し
入れた。 

   b. 主語・目的語再解析文，解釈促進休止： 

山田がミルクを /2 冷やしたコーヒーに少し
入れた。 

 

(3), (4)の実験文を文単位で聴覚呈示し，再解
析の成否を反映する質問文に対する正答率を
解析した。実験の結果，休止の効果は処理負
荷の高い SOR のみに現れ，相対的に処理負荷
の小さい SR には現れなかった。また，作動
記憶容量の効果は，SR のみに現れ，SOR では
有意な水準に達しなかった。この実験結果は，
休止の統語的処理に与える影響が処理負荷に
よって変化する事，また，作動記憶容量の大
小が処理精度とは直結しないことを示してい
る。 

 平成 22 年度は、前年度までの行動実験によ



る知見に、近年のブレインイメージングの知
見を加味し、神経科学的基盤を持った文理解
モデルの理論的考察を進めた。提案したモデ
ルについては、２本の英文論文とし、現在、
欧米の専門ジャーナルで審査中である。 

 

3.1 結果のまとめと考察 

(1)-(4)の実験文について，文理解精度は大きく
異なっていて，統語構造の改変と語意の再解
釈負荷が加算的であることが示唆される。 

 韻律の再解析促進・阻害の効果は確かに認
められるが，統語的特性を凌駕するほど大き
くはない。また，韻律の効果は SR よりも高
負荷の SOR において大きく現れた。従って，
韻律の効果は処理資源が逼迫した際に顕著に
現れると考えられる。 

 また，作動記憶容量の大きな話者は小容量
話者よりも文理解が正確だったが，小容量話
者よりも相対的に，処理時間が長いことが明
らかになった。作動記憶容量の大きな話者は，
言語処理が「効率的」だと評価されることが
多いが，本研究結果に関する限り，処理精度
と処理速度は必ずしも両立しない。大容量話
者は処理精度を，小容量話者は処理速度を優
先するので，作動記憶容量の大小に応じた処
理資源の配分機序があることが示唆される。 

 

3.2 今後の見通し 

 文内の意味単位間の依存関係決定処理につ
いて，統語的情報と韻律情報は相互作用して
いる可能性が高いが，韻律情報の効果は限ら
れていて，統語的情報を覆すほど強くはない。
従って，領域間の相互作用を認めるとしても，
各領域制約の強弱や優先順位が存在すると考
えるべきである。 

 作動記憶容量が大きい話者は，小容量話者
よりも様々な認知課題について成績が良いと
言われることが多いが，作動記憶容量の大き
な話者が小容量話者より効率的な認知処理を
実現するなら，なぜ作動記憶にこれほどの強
い容量制限があるのかという理論的問題があ
る。本研究結果は「処理の効率性」について
の通説の再考を促し，作動記憶制約の制限に
ついて，進化心理学的解決の糸口を与えるも
のでもある。 
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